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このたびは、tプラス圧力鍋を

お買い上げくださいましてありがとうございます。 

圧力鍋は加熱すると内部が極めて高温、高圧になります。 

安全に、便利にご活用いただくため

ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 

また、読まれた後も必ず大切に保管して、お役立てくださいませ。 

tプラス圧力鍋を末永くご愛用くださいますよう

お願い申し上げます。
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1）メインバルブが内部の圧力を一定
　に保つ働きをします。
2）万が一メインバルブが作動しなく
　ても安全バルブで減圧します。
3）メインバルブ、安全バルブが作動
　しなくてもゴムパッキンが押され
　安全スリットから蒸気を逃して減
　圧します。
4）ふたと鍋の取っ手が適切にかみ
　合っていない場合、圧力調節レバー
　が動かせない状態のままになり、
　加圧ができません。加熱しても圧力
　（蒸気）放出口やふたのまわりから
　蒸気が放出され、加圧されません。
5）圧力表示ピンが上がっている間は
　ふたはロックがかかり開きません。







圧力鍋での調理に向く物だけにご使用ください。例えば多量の油を使う揚げ物などには適しま
せん。オーブンや電子レンジの中には入れないでください。

圧力をかけると膨らむような皮付の肉を調理する際、調理後、皮が膨らんでいる時に穴を
開けないでください。熱い物が飛び散りやけどをする恐れがあります。

ミトン等を用いてやけどしないようにご注意ください。



正しく取っ手がセット
されると、圧力調節レバー
が操作できます。



レベル〈2〉で高圧調理（なべ内圧力 約90kPa）

レベル〈1〉で低圧調理（なべ内圧力 約30kPa）

その場合、火力は中火～強火にセットしてください。



コンロの火力を弱め、お料理に合わせた調理時間にお手持ちのキッチンタイマーを
セットします。 調理の間中加熱しますが、例えば〈2〉 にセットした場合、2本目の白色
のラインが見え、蒸気が出ている状態を保つ弱火で加熱してください。

タイマーが鳴ったら火を止めてください。



必ず減圧していることを確認してから、ふたを開けてください。

※圧力調節レバーを手前へ引く時、鍋の前方へ蒸気が出ますので、手を近づけたり
　しないでください。また、蒸気口を人に向けてレバーを引かないようご注意ください。
※ふたを開ける際、取っ手が重く感じたら、内部に圧力が残っていて危険ですので
　無理に開けず、8からの手順に従って減圧してください。

圧力表示ピンが下がりきっていない状態で、無理に圧力調節レバーを0からOPENの位置に下げよう
とすると、レバーが壊れますのでご注意ください。



万一詰まったりして圧力表示ピンの動きが悪くなると、間
違った圧力表示をします。圧力表示ピン用カバーが茶色に
変色し、中央のゴムが凹んだ状態になれば、交換してくだ
さい。古い圧力表示ピン用カバーを取り外し、取り付け部に
破片などが残っていないか確認してください。新しい部品を
取り付ける際には、取り付け部にはめて装着してください。

通常、調理回数約200回（約1年間）を目安に交換して
ください。交換する際には、食材等が残らないように
ふたの洗浄をお願いします。取り付けの際には、ふた
からはみ出ないように装着してください。

茶色に変色してきたり、機能通りに動かない時は交
換してください。古いメインバルブを引き抜くよう
に取り外し、取り付け部に破片などが残っていないか
確認し、汚れがある場合は清掃してください。新しい
部品を取り付ける際には、メインバルブ側の溝にふた
のステンレス部分がしっかりと入っているかを、部
品を回しながら確認してください。

ひびやカケ、焦げた場合に。プラスドライバーを用い
て部品交換を行ってください。取っ手のぐらつきがな
いように、取り付けねじを締めてください。
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受付時間：9：00～18：00（土・日・祝日・弊社休業日を除く）
※全国各地より市内通話料金にてご利用いただけます。

お　　客　　様
相談センター 0570-077772

受付時間：9：00～18：00（土・日・祝日・弊社休業日を除く）
※全国各地より市内通話料金にてご利用いただけます。
※商品により部品としての取り扱いのないものがございます。

部 品 注 文
セ ン タ ー 0570-086072

お取り扱いの際のご注意

●ガスレンジで使用する場合、火力が強すぎると取っ手が焦げることがあります。取っ手
の焦げはひびやカケの原因となるため、直接炎が当たらないよう火力を調節してくだ
さい。エネルギーの節約にもなります。
●取っ手にひびやカケがあるものは、販売店もしくは弊社お客様窓口までご連絡の上、必
ず交換してください。
●取っ手やつまみがゆるんできたらそのまま使わず、ネジを締め直すか、販売店もしく
は、弊社お客様窓口までご連絡ください。
●リム（縁のメッキ部）に強い衝撃を与えないでください。へこんだり、メッキ部が剥がれ、
サビの原因となります。
●使用後は、よく洗って乾燥させてください。リムとふたの間に水がついた状態で保管す
ると、リムにサビが発生する原因となります。
●鉄の微粒子など（水道管内部の腐食などによる）が含まれる水を使用し、かつ長時間洗
浄・乾燥しない場合、ガラスセラミック面に斑点状のサビが発生することがあります。
●落下など、取っ手に強い衝撃を与えないでください。取っ手内側のガラスセラミック面
が割れる場合があります。
●高い所から落としたり、ぶつけたりして製品に強い衝撃を与えないでください。
●加熱後の製品はビニール製のテーブルクロス等、熱に弱いものに直接置かないでください。
●製品は小さなお子様の手の届くところに置かないでください。
●金属（ステンレス）たわし、みがき粉等の使用は避けてください。（スチールウールは
使えます。）また、焦げつき等を落とす際はナイフ等の使用は避けてください。
●空だきはしないでください。万一、空だきした場合、すぐに水をかけたり、水に浸けたり
しないで自然に冷めるまでお待ちください。
●鍋の中で長時間、料理を保存しないでください。
●鍋を移動する際は本体取っ手を必ずお持ちください。
●故障の原因となりますので、ふたの取っ手の表側に水をかけないでください。汚れた場
合は、濡れぶきんなどで拭いてください。

電子レンジ、オーブンには使用できません。
取っ手にひびやカケが生じたものや、取っ手やつまみがゆるんだもの
は使用しないでください。ケガややけどの原因となります。

Silit-Werke GmbH & Co.KG　ドイツ シリット社製 造 元
株式会社グループセブジャパン総輸入元



シラルガンはガラスに似た性質で不純物をほとんど含みません。
ホーローのように美しく、衛生的で、衝撃、キズ、熱に対して強靭です。

酸やアルカリに強く化学的に安定した素材です。



リム部分はシラルガンコーティングをしていないため、鋼にメッキ加工を施して
います。ご使用中やお手入れの際には、次の点に注意して、リムに衝撃を与え
ないようにしてください。リムのメッキがはがれ、サビが発生する恐れがあります。

材料を炒める時は、まずよく熱し、水滴を落としてコロがる程度まで温めてから材料を入れて
ください。特にでんぷん質の材料の場合くっつくことがあります。 鍋をよく温め、油をひいて十分
に加熱してから調理してください。

●頑固な汚れや焦げたところは、しっかりと浸るくらいの水を入れて沸騰させた後に、少しおいて
　からスポンジやタワシで洗い落としてください。 それでも取れない場合は、約5倍に薄めた
　食酢を入れて温め、その湯をすてた後、スポンジで洗い落としてください。

※シラルガンの表面素材の強化ガラスセラミックは焼き物です。製造工程で表面に微細な
　焼きムラや凸凹が生じることがありますが、ご使用には全く差しつかえありません。



鍋の中にまだ圧力が残っているようです。圧力調節レバーを引いて〈OPEN〉まで戻し、完全に蒸気を排出させて、圧力表示
ピンがすっかり下がってしまうのを確認してからふたを開けてください。重く感じたら無理に開けずに、必ず自然放置するか、また
は水で冷やした後、開けてください。また、冷却が完了した状態で圧力表示ピンが下がりきっていない場合、レバーが〈OPEN〉
の位置まで下がりません。その場合は、圧力表示ピンを押しながら、レバーを〈OPEN〉の位置まで下げてください。

本体取っ手もしくは、本体補助取っ手の下についているネジを○ドライバーで締めてください。なお、ふたについている
取っ手がゆるんだ時は、お買い上げ店、もしくは弊社までご連絡ください。

レシピブックの時間通りに調理してふたを開けると、まだ材料が硬い。
レシピブック記載の調理時間はあくまで目安です。材料の鮮度などの条件により多少異なります。加熱後すぐの場合は、再度
ふたをして自然放置すると余熱でやわらかくなります。時間がたっている場合は、水を適量加え、ふたをして強火で加熱、沸騰
（圧力はかけません）後、すぐに火を消し余熱で蒸らしてください。

1.まず、鍋の中に水が必要量入っているか、お確かめください。
2.圧力調節レバーをご確認ください。 レバーが〈0〉の時は、〈1〉あるいは〈2〉にセットして、圧力をかけてください。
3.火力が弱すぎる場合は、一度強火にし、圧力表示ピンが上がったら再び弱火にしてください。
4.ふたのふちから蒸気が漏れていませんか。漏れている時は、ふたのゴムパッキンが正常にセットされているかチェックしてください。

まず火を止め、ふたの金属部分に濡れフキンをのせるか、その上から水を少しずつかけるなどして冷やし、（取っ手部分には
かけないでください。）圧力表示ピンが平らになるまで下がれば、ふたを開けて味見をしてください。その後再び閉じて加熱
します。材料はまだ熱いので、すぐに加圧調理できます。

＋





圧力鍋は短時間で芯まで煮込めますので、硬いお肉を柔らかく煮込むのもお手軽です。また厚さ3ミリ厚の強磁性鋼と表面の
ガラスセラミックで玄米もおいしくもっちりと炊けます。さらに、圧力レベルの操作で、素材を活かした低圧調理も可能で、
蒸しものや、茹で野菜などもおいしくできます。

圧力鍋を使い慣れないうちは、レシピの加圧時間より少し短かめにセットすることをおすすめします。調理後、少し煮足りない
ようでしたら、替えのガラス蓋を使い普通のお鍋のようにして火を通してください。

正しいご使用方法を守れば危険はありません。万一、鍋の内部の圧力が基準値以上になってもtプラス圧力鍋は、メインバル
ブ、安全バルブ、安全スリット、圧力（蒸気）放出口、圧力調節レバー、これら5つの安全機構で初めての方にも安心してお使い
いただけます。
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